
　
納
税
義
務
者
等
が
、
自
己
の
資
産
に
つ
い
て
、
他
の
土
地
や

家
屋
と
評
価
額
を
比
較
し
、
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

  

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

　
　
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格 

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿 

　
　
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格 

  

・
福
崎
町
役
場
税
務
課 

  

・
４
月
１
日
か
ら
６
月
３０
日
ま
で
の
間 

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
） 

  

・
土
地
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
管
理
人 

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族 

・
委
任
状
を
有
す
る
代
理
人 

  

・
窓
口
で
縦
覧
さ
れ
る
方
の
印
鑑 

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、個
人
番
号
カ
ー
ド
、保
険
証
等
） 

・
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状 

  

　
納
税
義
務
者
等
が
、
自
己
の
資
産
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
） 

 

 

・
土
地
、
家
屋
、
償
却
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
管
理
人 

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族 

・
委
任
状
を
有
す
る
代
理
人 

・
借
地
、
借
家
人
等
の
利
害
関
係
人
（
※
当
該
部
分
の
み
閲
覧
可
） 

《
借
地
人
・
借
家
人
が
閲
覧
で
き
る
範
囲
》 

▽
借
地
人
…
借
り
て
い
る
土
地
の
所
有
者
名
、
所
在
、
地
番
、

地
目
、
地
積
、
価
格
、
課
税
標
準
額 

▽
借
家
人
…
借
り
て
い
る
家
屋
の
所
有
者
名
、
所
在
、
家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格
及
び
そ
の
敷
地
で

あ
る
土
地
の
所
有
者
名
、
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格
、
課
税
標
準
額 

  

・
窓
口
で
閲
覧
さ
れ
る
方
の
印
鑑 

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
保
険
証
等
） 

・
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状 

・
借
地
、
借
家
人
等
の
利
害
関
係
人
の
場
合
は
、
賃
貸
物
件
の

明
記
さ
れ
た
契
約
書
等
の
利
害
関
係
が
わ
か
る
書
類 
  

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が

あ
る
納
税
者
は
、
福
崎
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
不
服

の
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
審
査
の
結
果
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
が
固
定
資
産
評
価
基
準
に
照
ら
し
て
不
適
当
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
価
格
が
修
正
さ
れ
、
税
額
が
修
正
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

  

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
価
格
等
を
登
録
し
た
旨
の
公
示
日
（
通

常
４
月
１
日
）
か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
３
ヶ

月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
文
書
を
も
っ
て
審
査
の
申
し
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

縦
覧
の
で
き
る
範
囲
（
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
） 

審
査
申
出
期
間 

持
参
す
る
も
の 

縦
覧
期
間 

縦
覧
場
所 

縦
覧
の
で
き
る
方 

閲
覧
で
き
る
も
の 

持
参
す
る
も
の 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
に
つ
い
て 

固
定
資
産
の
価
格
に
係
る
不
服
審
査
に
つ
い
て 

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
　
資
産
税
係 

（
内
線
３
４
４
・
３
４
６
） 

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

１２ 

閲
覧
の
で
き
る
方 

Ｑ．未登記家屋の名義を変更したいのですが？ 
Ａ．未登記家屋の所有者が変わった場合には、「未登記家
屋名義変更申請書」を税務課資産税係へ提出してください。
登記している家屋は、所有権移転登記をすれば、法務局
からの通知で把握でき、所有者を変更することができま
すが、未登記家屋は、この名義変更申請書を提出してい
ただかないと、所有者名義の変更が把握できません。 
 
Ｑ．家屋の用途変更があった場合の手続きは？ 
Ａ．家屋の用途は、登記簿の情報や新築時の実地調査で
確認した情報を基に判断しています。家屋の用途変更を
された場合、１か月以内に法務局にて建物表題部変更登
記をすることが義務付けられています（不動産登記法第 
５１条）。しかし、なんらかの事情により変更登記ができ
ないとき、又は、未登記家屋については、「家屋用途変
更届出書」により税務課資産税係へ用途変更の旨を届出
てください。 

Ｑ．家屋を取り壊しましたが、固定資産税はどうなりま
すか？また、手続きはどのようにしたらよいですか？ 
Ａ．固定資産税は、毎年１月１日に所在する家屋に課税
されます。したがって、取り壊された年は課税となりま
すが、翌年からは課税されなくなります。しかし、未登
記の家屋を取り壊されたり、登記家屋であっても滅失登
記がされていない場合は、届出がないと壊したことを把
握することが困難です。したがって、「とりこわし家屋
報告書」にて、税務課資産税係へ取り壊しの状況を報告
していただく必要があります。報告書を提出されなかっ
た場合、家屋を取り壊しているのにも関わらず、固定資
産税が賦課され続けることも起こり得ますので十分ご注
意ください。 

固定資産税（家屋）
のあれこれ固定資産税（家屋）
のあれこれ固定資産税（家屋）
のあれこれ



平成２９年度埋蔵文化財発掘調査速報 平成２９年度埋蔵文化財発掘調査速報 平成２９年度埋蔵文化財発掘調査速報 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

73

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

１３ 

試掘調査（人力精査）のようす 

高
岡
・
福
田
地
区
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
う
調
査
す
す
む 

弥
生
時
代
の
集
落
遺
跡
発
見
!!
（
北
野
地
区
） 

　
平
成
２８
年
度
か
ら
、
高
岡
・
福

田
地
区
ほ
場
整
備
に
伴
い
、
埋
蔵

文
化
財
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
平

成
２９
年
度
は
、
板
坂
地
区
、
桜
地

区
、
長
野
地
区
、
神
谷
地
区
で
試

掘
調
査
（
事
業
と
の
調
整
を
は
か

る
た
め
、
２
ｍ
×
２
ｍ
の
大
き
さ

で
掘
削
し
、
遺
構
の
有
無
を
確
認

す
る
調
査
）
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
地
区
に
は
、
桜
遺
跡
、

林
谷
遺
跡
、
狐
塚
遺
跡
と
い
う
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
存
在
し
て
い

ま
す
。 

 

試
掘
調
査
結
果 

　
こ
れ
ま
で
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
で
は
な
か
っ
た
、
長
野
地

区
の
諏
訪
神
社
周
辺
、
神
谷
地
区

の
医
王
寺
西
側
な
ど
で
、
新
た
に

溝
状
遺
構
、
竪
穴
住
居
、
ピ
ッ
ト

（
柱
穴
な
ど
の
穴
状
の
遺
構
）
な

ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

             

本
発
掘
調
査
開
始
！ 

　
２
月
か
ら
、
神
谷
地
区
の
前
田

遺
跡
で
、
工
事
に
よ
っ
て
遺
構
が

破
壊
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
記
録
保
存

す
る
本
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
柱
穴
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
周
辺
で
五
輪
塔
が
採
集
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
世
の
遺
構

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
平
成
２９
年
５
月
、
北
野
地
区
で

集
合
住
宅
新
築
工
事
に
伴
う
本
発

掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
調
査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
が

１
棟
、
竪
穴
住
居
が
２
棟
、
そ
の

他
、
ピ
ッ
ト
や
柵
列
な
ど
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

　
竪
穴
住
居
は
、
２
棟
が
重
な
っ

て
見
つ
か
り
ま
し
た
。
１
棟
は
直

径
５
ｍ
前
後
の
円
形
住
居
、
も
う

１
棟
は
、
竪
穴
住
居
の
壁
を
巡
っ

て
い
る
溝
が
３
条
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
３
回
建
て
替
え
が
行
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
掘
立
柱
建
物
は
、
３
間（
調
査

し
た
規
模
は
６
・
７
ｍ
）×
１
間

（
３
ｍ
）
以
上
の
建

物
で
、
調
査
区
の
外

に
延
び
て
い
ま
し
た
。 

　
弥
生
土
器
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
か
ら
、

掘
立
柱
建
物
と
竪
穴

住
居
は
弥
生
時
代
後

期
の
も
の
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
に
、
い
く

つ
か
の
柱
穴
か
ら
弥

生
土
器
や
平
安
時
代

こ
ろ
の
土
器
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。 

　
調
査
場
所
は
「
北

野
散
布
地
」
と
い
う

弥
生
時
代
か
ら
中
世

の
遺
跡
で
、
段
丘
上

に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
調
査
区
で
は
弥
生
時
代

後
期
（
１
世
紀
〜
３
世
紀
こ
ろ
）

か
ら
平
安
時
代（
９
世
紀
〜
１２
世

紀
こ
ろ
）の
遺
構
が
存
在
す
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
遺
跡
は
、
弥
生
時

代
後
期
に
掘
立
柱
建
物
と
竪
穴
住

居
が
同
時
に
立
て
ら
れ
た
、
め
ず

ら
し
い
遺
跡
と
い
え
ま
す
。 

　
北
野
地
区
に
は
、
他
に
も
弥
生

時
代
か
ら
中
世
の
遺
跡
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
調
査
に
お
い

て
、
新
た
な
遺
構
の
発
見
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

同じピット（穴）から見つかった弥生土器 

弥生時代のものとしては比較的大きな掘立柱建物 

ピット検出のようす（桜地区） 

こ
だ
に 

す
　
わ 

た
て
あ
な 

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の 

さ
く
れ
つ 

や
よ
い 

き
た 

の

さ

ん

ぷ

ち

 

い
せ
き 

か
べ け

ん 
い
こ
う 

ご
り
ん
と
う 



１４ 

吉
識
雅
夫
の
故
郷 

　
吉
識
雅
夫
は
、
明
治
４１
年
（
１

９
０
８
）、
軍
人
で
あ
っ
た
父
の

勤
務
の
関
係
で
、
長
崎
県
対
馬
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
父
・
貞
は
、
神

崎
郡
八
千
種
村
大
貫
（
現
福
崎
町

大
貫
）
の
出
身
で
あ
り
、
雅
夫
は

著
書
の
な
か
で
「
故
郷
は
対
馬
で

は
な
く
」
や
「
郷
里
の
大
貫
に
疎

開
」
な
ど
と
記
し
、
故
郷
は
「
大

貫
」
と
の
思
い
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 
日
本
を
世
界
一
の 

造
船
王
国
へ 

　
昭
和
５
年
（
１
９

３
０
）
に
東
京
帝
国

大
学
（
後
の
東
京
大

学
）
工
学
部
船
舶
工

学
科
を
卒
業
。
そ
の

後
、
講
師
、
助
教
授
、

教
授
と
３８
年
間
、
同

大
に
勤
め
ま
し
た
。

造
船
に
お
け
る
電
気

溶
接
技
術
や
船
体
構
造
技
術
を

研
究
し
、
こ
れ
に
よ
り
船
舶
の

大
型
化
が
実
現
。
日
本
を
世
界

一
の
造
船
王
国
に
導
く
こ
と
に

寄
与
し
ま
し
た
。 

 

海
そ
し
て
宇
宙
へ 

　
大
学
を
定
年
退
職
後
も
学
術

振
興
な
ど
に
尽
力
。
国
内
の
宇

宙
開
発
政
策
に
も
関
わ
り
、
昭

和
５４
年
か
ら
宇
宙
開
発
委
員
会

委
員
長
代
理
と
し
て
国
産
大
型

Ｈ-

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
の
決
定
な
ど

に
携
わ
り
ま
し
た
。 

　
昭
和
５７
年
、
文
化
勲
章
受
章
。 

　
開
館
３５
周
年
を
記
念
し
て
作
成
し

た
特
製
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。 

★
特
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
（
Ａ
４
判
） 

　
１
冊
１
０
０
円 

★
特
別
展
図
録
（
Ａ
４
判
・
本
文
２４

ペ
ー
ジ
）
１
冊
３
０
０
円 

選
り
す
ぐ
り
の
館
蔵
資
料
「
お
宝
」

を
わ
か
り
や
す
く
解
説 

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課 

　
三
木
家
住
宅
に
は
、
江
戸
時
代

か
ら
現
在
に
至
る
民
俗
資
料
（
生

活
用
具
、
農
具
な
ど
）
が
多
数
伝

存
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料

は
、
大
庄
屋
で
あ
っ
た
同
家
の
く

ら
し
を
伝
え
る
た
い
せ
つ
な
品
々

で
す
。 

　
昨
年
９
月
か
ら
、
神
戸
大
学
大

学
院
人
文
学
研
究
科
と
の
共
同
研

究
で
、
民
俗
資
料
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
所
蔵
状
況
の
把
握
・

確
認
、
目
録
と
の
照
合
、
資
料
識

別
タ
グ
の
付
け
替
え
な
ど
、
１
点

１
点
て
い
ね
い
に
調
査
し
、
１
月

で
三
木
家
で
の
作
業
を
終
え
ま
し

た
。
現
在
は
、
調
査
デ
ー
タ
を
整

理
し
、
報
告
書
に
ま
と
め
る
作
業

を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

　
調
査
を
終
え
た
資
料
は
、
展
示

公
開
、
郷
土
学
習
な
ど
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。 

特別展図録 

て
い 

や

ち

く

さ

 

お
お
ぬ
き 

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

開
館
３５
周
年
記
念
グ
ッ
ズ
好
評
販
売
中 

販
売
場
所 

吉識雅夫生誕110年記念企画展 

会期：４/７（土）→５/３１（木）　開館時間：９:００→１６:３０ 
会期中の休館日：４/９・４/１６・４/２３・５/１・５/７・５/１４・５/２１・５/２８ 

　福崎町は、二人の文化勲章受章者を名誉町民にもつ町です。日
本民俗学の父・柳田國男先生と船舶工学の権威・吉識雅夫先生は、
福崎町が誇る郷土の偉人です。 
　このたび、吉識雅夫先生の生誕１１０年を記念して、企画展を開
催します。吉識家から寄贈いただいた資料を展示し、その功績や
人柄、福崎とのかかわりについて紹介します。 

勉学ノート 

愛用の品々 

福崎町名誉町民認証状伝達 
　　　　　　（昭和５１年） 

自叙伝『運鈍根』直筆原稿 
幼少期から学生時代の思い出なども数多く懐述さ 
れています。 

うんどんこん 

三
木
家
の
民
俗
資
料
調
査
す
す
む 

調査のようす 



　
明
治
２４
年
（
１
８
９
１
）
、
静

雄
は
、
母
た
け
、
弟
輝
夫
と
と
も

に
上
京
し
、
兄
通
泰
の
も
と
に
身

を
寄
せ
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
通
泰
は
、

帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
、

眼
科
医
局
で
助
手
を
つ
と
め
る
か

た
わ
ら
、
自
宅
に
眼
科
医
院
を
開

業
し
て
い
ま
し
た
。
國
男
は
一
足

早
く
通
泰
の
も
と
に
引
き
取
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
年
、
開
成
中
学
校

に
入
学
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

静
雄
も
私
立
中
学
校
に
入
学
す
る

の
で
す
が
、
授
業
が
簡
単
す
ぎ
て

つ
ま
ら
な
い
か
ら
と
、
２
か
月
ほ

ど
で
退
学
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
國
男
は
、
昌
文
小
学
校
、
北
条

の
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

静
雄
に
つ
い
て
は
小
学
校
に
通
っ

て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

当
時
小
学
校
に
通
う
た
め
に
は
学

費
が
必
要
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の

時
期
の
松
岡
家
は
、
　
川
か
ら
北

条
へ
、
北
条
か
ら
布
川
へ
と
移
住

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
事
情
も
あ
っ
て
、
静
雄
は
小
学

校
に
通
え
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い

は
通
っ
て
い
て
も
き
ち
ん
と
卒
業

で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
静
雄
が
勉

強
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
松
岡
静
雄
略

伝
」
に
よ
れ
ば
、
静
雄
は
４
歳
の

頃
に
は
す
で
に
唐
詩
選
や
百
人
一

首
を
暗
唱
し
、
ひ
た
す
ら
読
書
を

し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

６
歳
の
こ
ろ
に
は
父
親
か
ら
中
国

の
歴
史
書
で
あ
る
『
史
記
』
を
与

え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た

環
境
で
育
っ
た
静
雄
に
と
っ
て
、

中
学
校
の
勉
強
は
つ
ま
ら
な
い
も

の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
、
中
学
校
を
中
退
し
た
静

雄
は
、
京
都
の
医
師
で
通
泰
の
友

人
で
あ
る
宮
入
慶
之
助
の
も
と
に

預
け
ら
れ
、
学
問
に
励
み
ま
す
。

そ
し
て
明
治
２７
年
、
海
軍
兵
学
校

の
受
験
に
の
ぞ
ん
だ
の
で
す
。 

　
静
雄
が
軍
人
に
な
ろ
う
と
し
た

理
由
の
ひ
と
つ
に
母
親
が
見
た
と

い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。『
故
郷
七
十

年
』
に
よ
れ
ば
、
静
雄
が
生
ま
れ

た
と
き
、
た
け
は
夕
日
の
周
り
に

後
光
が
か
か
っ
て
、
旭
日
旗（
大

日
本
帝
国
海
軍
の
軍
艦
旗
）の
よ

う
に
見
え
た
、
と
い
う
夢
を
何
度

も
見
て
、
そ
れ
で
「
こ
の
子
は
ど

う
も
軍
人
に
な
り
ま
す
」
と
人
に

話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を

何
度
も
聞
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
静
雄
は
早
く
か
ら
軍
人
に
な

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
、
國
男
は

語
っ
て
い
ま
す
。
（
「
手
賀
沼
の

蛸
釣
り
」
） 

　
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、

経
済
的
な
事
情
で
し
た
。

通
常
の
学
校
と
違
い
、
海

軍
兵
学
校
は
学
費
が
い
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
松
岡

家
の
５
人
兄
弟
の
う
ち
、

上
の
ふ
た
り
は
す
で
に
自

立
し
て
い
ま
し
た
が
、
國

男
は
第
一
高
等
学
校
に
在

籍
中
、
輝
夫
も
中
学
進
学

を
控
え
て
い
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
静
雄
は
家
に
経

済
的
な
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
、
海
軍
兵
学
校
へ
の

進
学
を
決
め
た
よ
う
で
す
。 

　
明
治
２７
年
１２
月
に
試
験
を
受
け

た
静
雄
は
、
見
事
に
合
格
。
翌
年
、

第
２５
期
生
と
し
て
入
学
を
許
さ
れ

ま
す
。
入
学
し
た
と
き
の
席
次
は

３１
名
中
３０
番
目
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
翌
年
の
試
験
の
成
績
（
防
衛

省
防
衛
研
究
所
所
蔵
「
兵
学
校
生

徒
大
試
験
成
績
表
及
差
免
の
件
」
）

で
は
、
席
次
は
４
番
に
急
上
昇
。

そ
し
て
明
治
３０
年
１２
月
、
海
軍
兵

学
校
を
首
席
で
卒
業
し
ま
す
。 

　
当
時
の
海
軍
で
は
、
兵
学
校
卒

業
時
の
成
績
が
、
以
降
の
昇
進
に

大
き
な
影
響
力
を
持
ち
ま
し
た
。

首
席
で
卒
業
し
た
こ
と
で
、
静
雄

は
海
軍
に
お
け
る
出
世
コ
ー
ス
に

乗
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。 

　
翌
年
に
は
、
少
尉
候
補
生
と
し

て
、
軍
艦
金
剛
に
乗
船
。
半
年
余

り
の
航
海
で
、
シ
ド
ニ
ー
や
メ
ル

ボ
ル
ン
、
フ
ィ
ジ
ー
に
寄
港
。
こ

の
と
き
、
初
め
て
南
洋
の
風
習
や

言
語
に
興
味
を
持
っ
た
と
い
い
ま

す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
時
代
は
静
雄

に
南
洋
研
究
に
取
り
組
む
時
間
を

与
え
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
清
戦
争
の
後
、
朝
鮮
半
島
と
満

州
を
め
ぐ
っ
て
日
本
と
ロ
シ
ア
は

対
立
を
深
め
、
つ
い
に
明
治
３７
年
、

日
露
戦
争
が
勃
発
。
静
雄
も
ま
た
、

軍
人
と
し
て
戦
場
に
赴
く
こ
と
に

な
る
の
で
す
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
静
雄
と
海
軍
兵
学
校 

第３３話 
み
ち
や
す 

し
ょ
う
ぶ
ん 

と
う
し
せ
ん 

き
ょ
く
じ
つ
き 

さ
し
ゆ
る
す 

て

が

ぬ

ま 

た
こ 

し
　
き 

み
や
い
り
け
い
の
す
け 

少尉候補生の試験成績表（「明治３１年公文備考教育上巻３」） 
画像提供：アジア歴史資料センター／所蔵：防衛研究所戦史研究センター 
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１６ 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
だ
よ
り 

松
岡
五
兄
弟
の
交
流

松
岡
五
兄
弟
の
交
流 

　
〜
現
代
に
伝
わ
る
松
岡
家
の
絵
葉
書
〜

〜
現
代
に
伝
わ
る
松
岡
家
の
絵
葉
書
〜 

開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日（
土
・
日
曜
の
場
合
は

開
館
）、
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下
車
、

タ
ク
シ
ー
約
１０
分
。
車
は
播
但

連
絡
道
路
・
中
国
自
動
車
道
で

福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、
ま
た
は

国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
３０
年
３
月
１
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

73
２２ ２２ ２２ 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

市
　
川 

P

福
崎
駅 

←
山
崎
へ 

→
甘
地
へ 

健
康
福
祉 

　
事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

柳
田
生
家 三木家住宅 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

N

P

一方通行 

　
川
北
信
号 

　
川
信
号 

《付近見取図》 望郷の丘 北野天満神社 

鈴ノ森 
神社 

学問成就の道 

　
松
岡
映
丘
は
、
明
治
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
活
躍
し
「
や
ま
と

絵
」
の
復
興
に
尽
力
し
た
、
松
岡

五
兄
弟
の
末
弟
に
あ
た
る
日
本
画

家
で
す
。 

　
本
展
で
は
、
補
修
を
終
え
た
作

品
や
、
映
丘
が
や
ま
と
絵
式
で
描

い
た
人
物
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
平
成
２９
年
度
に
補
修
し
た
の
は
、

ハ
ス
の
花
の
咲
き
乱
れ
る
池
で
舟

遊
び
に
興
じ
る
稚
児
と
女
性
を
描

い
た
「
蓮
池
（
習
作
）
」
、
観
月
で

著
名
な
歌
枕
を
題
材
に
し
た
「
嵯

峨
野
の
月
」
、
細
密
に
描
か
れ
た

屏
風
の
向
こ
う
側
で
語
り
合
う
、

平
安
装
束
の
男
女
を
描
い
た
「
王

朝
絵
巻
」
の
３
点
で
す
。 

　
い
ず
れ
も
和
歌
に
詠
ま
れ
る
よ

う
な
、
典
雅
な
平
安
貴
族
の
世
界

を
描
い
た
幻
想
的
な
作
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
画
稿
展
で
は
、

こ
れ
ら
を
中
心
に
、
雅
や
か
な
平

安
朝
の
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で

す
。 

　
平
成
３０
年
は
、
映
丘
が
亡
く
な

っ
て
か
ら
８０
年
目
の
年
に
あ
た
り

ま
す
。
記
念
館
で
は
、
今
後
も
映

丘
の
功
績
を
お
伝
え
す
る
た
め
に
、

補
修
作
業
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

  

　
平
成
３０
年
は
、
柳
田
國
男
の

弟
で
、
海
軍
大
佐
ま
で
勤
め
な

が
ら
も
、
海
軍
き
っ
て
の
言
語

学
者
と
し
て
研
究
に
生
涯
の
情

熱
を
注
い
だ
、
松
岡
静
雄
の
生

誕
か
ら
１
４
０
年
と
な
る
節
目

の
年
で
す
。 

　
記
念
館
で
は
、
平
成
２４
年
度

の
「
海
軍
大
佐
松
岡
静
雄
の
見

た
世
界
」
展
以
来
６
年
ぶ
り
の
、

松
岡
静
雄
へ
焦
点
を
当
て
た
記

念
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 
       

　
今
回
の
記
念
展
で
は
、
静
雄

か
ら
國
男
へ
宛
て
て
記
さ
れ
た

書
簡
や
、
静
雄
の
乗
船
・
行
動

を
自
ら
記
録
し
た
「
奉
職
履
歴
」
、

海
軍
時
代
の
望
遠
鏡
に
加
え
て
、

新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
静
雄
ゆ
か

り
の
南
洋
の
木
像
や
書
籍
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。
静
雄
の
人
と

な
り
、
生
涯
を
通
じ
て
取
り
組

ん
だ
研
究
の
数
々
や
、
互
い
に

相
通
じ
た
研
究
を
行
っ
た
松
岡

家
兄
弟
の
絆
に
つ
い
て
取
り
上

げ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。 

﹇
会
期
﹈
９
月
〜
１１
月（
予
定
） 

「嵯峨野の月」（補修前） 

「奉職履歴」 

会
期
　
４
月
７
日（
土
）〜
５
月
２７
日（
日
） 

今
年
は
松
岡
静
雄
生
誕
１
４
０
年 

え
い
き
ゅ
う 

ち
　
ご 

ほ
う
し
ょ
く
り
れ
き 

開館時間　９：００～１６：３０ 
会期中の休館日 
４/９・１６・２３、５/１・７・１４・２１ 
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●くみ取りカレンダーにそって計画収集をします。計画収 
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　は印鑑をご持参ください。（計画収集の方を優先します 
　ので、随時で申し込みの方は、遅れる場合があります。） 
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　をしてください。その際は印鑑をご持参ください。 

平成30年度 し尿くみ取りカレンダー 

地
　
区
　
名 

４
月 

５
月 

６
月 

７
月 

８
月 

９
月 

１０
月 

１１
月 
１２
月 
１
月 

平
成
３１
年 

２
月 

３
月 

長
目
・
上
中
島
・
西
光
寺
・

八
反
田
・
西
野
・
西
野
野
垣
内 

井
ノ
口
・
北
野
・
加
治
谷
・
亀
坪 

中
　
島
　
・
　
吉
　
田 

田
　
　
尻 

大
　
　
門 

馬
　
　
田 

新
　
　
町 

山
　
　
崎 

駅
　
　
前 

福
　
　
田 

田
口
・
板
坂
・
桜
・
長
野
・
神
谷 

西
谷
・
西
治
・
北
ノ
岡
団
地
・
高
橋 

南
大
貫
・
東
大
貫
・
西
大
貫
・ 

余
田
・
小
倉
・
庄
・
鍛
治
屋
　 

2（月） 

1（火） 

1（金） 

2（月） 

1（水） 

3（月） 

1（月） 

1（木） 

3（月） 

4（金） 

1（金） 

1（金） 

3（火） 

2（水） 

4（月） 

3（火） 

2（木） 

4（火） 

2（火） 

2（金） 

4（火） 

7（月） 

4（月） 

4（月） 

4（水） 

7（月） 

5（火） 

4（水） 

3（金） 

5（水） 

3（水） 

5（月） 

5（水） 

8（火） 

5（火） 

5（火） 

5（木） 

8（火） 

6（水） 

5（木） 

6（月） 

6（木） 

4（木） 

6（火） 

6（木） 

9（水） 

6（水） 

6（水） 

6（金） 

9（水） 

7（木） 

6（金） 

7（火） 

7（金） 

5（金） 

8（木） 

7（金） 

10（木） 

7（木） 

7（木） 

10（火） 

10（木） 

8（金） 

10（火） 

8（水） 

10（月） 

9（火） 

9（金） 

10（月） 

11（金） 

8（金） 

8（金） 

11（水） 

14（月） 

12（火） 

12（木） 

9（木） 

12（水） 

12（金） 

12（月） 

12（水） 

15（火） 

12（火） 

12（火） 

13（金） 

15（火） 

14（木） 

13（金） 

10（金） 

13（木） 

15（月） 

13（火） 

13（木） 

16（水） 

14（木） 

14（木） 

16（月） 

16（水） 

15（金） 

17（火） 

16（木） 

14（金） 

16（火） 

16（金） 

14（金） 

17（木） 

15（金） 

15（金） 

26（木） 

28（月） 

28（木） 

27（金） 

29（水） 

27（木） 

29（月） 

28（水） 

27（木） 

29（火） 

27（水） 

28（木） 

27（金） 

30（水） 

29（金） 

30（月） 

30（木） 

28（金） 

30（火） 

30（金） 

28（金） 

30（水） 

28（木） 

29（金） 

17（火） 
18（水） 
17（木） 
18（金） 
19（火） 
20（水） 
19（木） 
20（金） 
20（月） 
21（火） 
18（火） 
19（水） 
18（木） 
19（金） 
19（月） 
20（火） 
18（火） 
19（水） 
21（月） 
22（火） 
18（月） 
19（火） 
18（月） 
19（火） 

19（木） 
20（金） 
21（月） 
22（火） 
21（木） 
22（金） 
23（月） 
24（火） 
23（木） 
24（金） 
20（木） 
21（金） 
22（月） 
23（火） 
21（水） 
22（木） 
20（木） 
21（金） 
23（水） 
24（木） 
21（木） 
22（金） 
20（水） 
22（金） 

24（火） 
25（水） 
24（木） 
25（金） 
25（月） 
26（火） 
25（水） 
26（木） 
27（月） 
28（火） 
25（火） 
26（水） 
25（木） 
26（金） 
26（月） 
27（火） 
25（火） 
26（水） 
25（金） 
28（月） 
25（月） 
26（火） 
25（月） 
26（火） 

＊くみ取り券販売所＊ 
●福崎町役場（町金庫） 
●兵庫西農協（福崎支店・福崎東支店） 
●みなと銀行福崎支店　　　●但馬銀行福崎支店 
●播州信用金庫福崎支店　　●但陽信用金庫福崎支店 
●姫路信用金庫福崎支店 

　
　
　
川 

駅前 

庄 

 

パナハウスごとう電化 

牛尾商店 

山崎 楠田商店 

１７ 


